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近年、日本各地で「地域づくり」についての議論がさかんにおこなわれています。議
論でとりあげられるトピックは、地域の産業振興などの経済的施策、福祉の充実や防
災・防犯などの安心や安全につながる方策、地域の景観や環境の保全の方途、地域の伝
統文化の保存や再活性化の考案など、じつに多様です。 
「地域」は人間の生活空間で、人間の生活にはさまざまな側面があるので、「地域」
をより良いものにしようと考えるときに、さまざまな観点からの議論が出てくるのは当
然といえるでしょう。 
このように地域づくりにはさまざまな側面がありますが、生活者の視点から考えれば、
地域づくりとは、自分たちの生活環境をより良いものに創り変えていこうとする「暮ら
しづくり」に他なりません。そして、より良い暮らしとは、人との交流の「活気」のあ
る環境で自分にあった「快適」な生活を送ることだと考えられます。生活の「快適さ」
と地域の「活気」が両立する、いわば「快活」な生活の環境の構築こそが、生活者の視
点から見た「地域づくり」だと言えるでしょう。 
このフォーラムでは、「快適で活気のある」地域づくりについての将来像を参加者の
間で考えていく試みをおこないました。フォーラムでは、まず、北陸地域を中心とした
地域づくりのさまざまな具体的な例について、地域について考究されている研究者や実
践的な活動に携わっていらっしゃる方々、さらに、地域の観光化について調査をおこな
った学生に報告していただき、パネル・ディスカッションでは、報告を触媒としながら、
このフォーラムに参加した全員で、生活者としての視点と立場から地域と暮らしのさま
ざまな側面について議論をおこない、意見を交換しました。 
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■報告   
 
【基調報告】                                     
宮口侗廸（早稲田大学教育・総合科学学術院・教授）                      
「変革の時代の富山の地域づくり」                               
池上惇（文化政策・まちづくり大学院大学設立準備室室長、京都大学名誉教授）    
「現代の都市・農村の再生と広域発展ー 
文化資源を活かす“まちづくり”の実践例を中心としてー」 
 
【地域コミュニティの再生と再創造】 
杉村和彦（福井県立大学学術教養センター長） 
「田舎学の構築ー遊作の試み」 
大西宏治（富山大学人文学部・准教授） 
 「子どもたちが創るまち－ミニ・ミュンヘンと未来ぽ～ろ」 
安田莉奈（富山大学人文学部・4 年生） 
 「八尾のおわらの観光化」 
 
【地域におけるヒトと情報の移動と循環】 
清水省吾（地域鉄道問題研究所・代表） 
「地方公共交通の再生－地域鉄道再生の潮流」 
猪爪勇斗（シクロシティ株式会社）                         
「シクロシティ富山（自転車市民共同利用システム）について 
  －新しい公共交通とコミュニケーション」                     
黒田卓（富山大学人間発達科学部・教授）                    
「ICT を用いた地域づくり－富山インターネット市民塾の取り組みから」        
 
■パネル・ディスカッション   
総合司会：竹内 潔（富山大学人文学部・准教授） 
ファシリテーター： 
伊藤裕夫（富山大学芸術文化学部・教授）、 
武山良三（富山大学芸術文化学部・教授）、龍世祥（富山大学経済学部・教授） 
椚座圭一郎（富山大学人間発達科学部・教授） 
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